
                                 

                                

                                

                             

                         

                                

                                 

 

自
主 

 

協
和 

強
健 

校  訓  

天草市立天草中学校 
令和５年４月１４日 

文責 
校長 瀧森 智 

 

四
月
十
日
（
月
）、
就
任
式
・

始
業
式
を
行
い
、
令
和
五
年

度
の
天
草
中
学
校
が
ス
タ
ー

ト
し
ま
し
た
。 

 

始
業
式
で
今
年
度
の
教
育

目
標
を
話
す
前
に
、
天
草
中

の
校
訓
で
あ
る
三
つ
の
言
葉

に
つ
い
て
調
べ
て
み
ま
し

た
。「
自
主
」
は
、「
自
ら
進
ん

で
考
え
行
動
す
る
」、「
協
和
」

は
「
互
い
の
こ
と
を
認
め
合

い
、
協
力
す
る
心
を
大
切
に

す
る
」
、「
強
健
」
は
「
健
全
な

精
神
（
こ
こ
ろ
）
と
身
体
（
か

ら
だ
）
の
調
和
」
と
い
う
意
味

が
あ
り
ま
す
。
知
・
徳
・
体
バ

ラ
ン
ス
の
取
れ
た
生
徒
を
育

成
す
る
と
い
う
、
学
校
創
立

当
初
の
方
々
の
思
い
が
感
じ

ら
れ
ま
す
。 

 

始
業
式
で
は
、
学
校
教
育

目
標
と
合
言
葉
に
つ
い
て
話

し
ま
し
た
。
今
年
度
の
学
校

教
育
目
標
は
、
『
郷
土
を
愛

し
、
夢
の
実
現
を
め
ざ
し
挑

戦
し
続
け
る
生
徒
の
育
成
～

常
に
向
上
心
を
持
ち
、
社
会

に
出
て
通
用
す
る
力
を
身
に

付
け
る
～
』
で
す
。
こ
の
教
育

目
標
に
は
、「
将
来
ど
こ
へ
行

っ
て
も
、
生
ま
れ
育
っ
た
こ

の
天
草
町
を
、
胸
を
張
っ
て

語
れ
る
よ
う
な
生
徒
に
育
っ

て
ほ
し
い
」
、「
夢
を
持
ち
、
常

に
向
上
心
を
持
っ
て
日
々
努

力 

入
学
お
め
で
と
う 

第
二
十
二
回
入
学
式 

全校生徒３７名で令和５年度がスタートしました！ 

体
の
水
準
を
上
げ
る
こ
と
、

「
キ
ャ
リ
ア
ア
ッ
プ
」
は
経

験
を
積
む
こ
と
で
す
。
全
校

生
徒
が
、
日
々
の
活
動
を
「
向

上
心
」
を
持
っ
て
取
り
組
ん

で
い
く
こ
と
で
、
ス
キ
ル
を

身
に
付
け
、
集
団
の
レ
ベ
ル 

が
向
上
し
ま
す
。
や
っ
て
い

て
う
ま
く
い
か
な
い
こ
と
が

出
て
く
る
と
思
い
ま
す
が
、

活
動
を
振
り
返
り
改
善
す
る

こ
と
で
、
再
度
チ
ャ
レ
ン
ジ

し
経
験
を
積
む
こ
と
が
で
き

ま
す
。
失
敗
を
恐
れ
ず
、
自
分

を
信
じ
み
ん
な
で
励
ま
し
合

い
な
が
ら
、『
ス
キ
ル
ア
ッ
プ 

 

 

 

 

 
 

令
和
五
年
度
天
草
中
の
職
員
で
す 

 

～
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
～ 

編
集
後
記 

「
天
中
だ
よ
り
」
の
編
集
は

瀧
森
が
担
当
し
ま
す
。 

《
自
己
紹
介
》 

 

こ
の
度
天
草
中
に
校
長
と

し
て
赴
任
し
ま
し
た
、
瀧
森 

智
で
す
。
出
身
は
下
益
城
郡

美
里
町
で
、
自
宅
は
そ
こ
に

あ
り
ま
す
。
現
在
は
高
浜
に

住
ん
で
い
ま
す
。
山
育
ち
で

す
が
海
が
大
好
き
で
、
自
然

豊
か
な
天
草
町
に
来
る
こ
と

が
で
き
て
と
て
も
う
れ
し
く

思
い
ま
す
。
ど
う
ぞ
よ
ろ
し

く
お
願
い
し
ま
す
。 

『
天
草
中
学
校

Ｈ
Ｐ
』
は
、
下

の
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド

か
ら 

→
→
→ 

力
を
重
ね
、
充
実
し
た
人
生

を
送
っ
て
ほ
し
い
」
、
「
社
会

に
出
て
通
用
す
る
力
を
身
に

付
け
て
ほ
し
い
」
と
い
う
願

い
を
込
め
ま
し
た
。 

そ
し
て
、
生
徒･

職
員
の
合

言
葉
を
『
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
・
レ

ベ
ル
ア
ッ
プ
・
キ
ャ
リ
ア
ア

ッ
プ
』
と
し
ま
し
た
。
こ
の
合

言
葉
は
、
今
年
度
の
生
徒
会

ス
ロ
ー
ガ
ン
『
挑
戦
（
チ
ャ
レ

ン
ジ
）
～
さ
ら
に
上
へ
～
』
と

連
動
し
て
い
ま
す
。「
ス
キ
ル

ア
ッ
プ
」
は
技
能
・
能
力
（
＝

基
礎
・
基
本
）
を
伸
ば
す
こ

と
、「
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
」
は
全

体
の 

  

・
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
・
キ
ャ
リ
ア

ア
ッ
プ
』
で
き
る
よ
う
に
し

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。 

保
護
者
の
皆
様
・
地
域
の

皆
様
、
今
年
度
も
お
世
話
に

な
る
こ
と
も
多
い
と
思
い
ま

す
が
、
生
徒
た
ち
の
健
や
か

な
成
長
の
た
め
、
ど
う
ぞ
本

校
教
育
へ
の
ご
理
解
と
ご
協

力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た

し
ま
す
。 

 

年
度
末
の
定
期
異
動
に
よ

り
、
四
名
の
職
員
が
天
草
中

学
校
に
赴
任
い
た
し
ま
し

た
。
今
年
度
は
総
勢
十
七
名

で
全
校
生
徒
三
十
七
名
の
た

め
に
頑
張
っ
て
参
り
ま
す
。

一
年
間
、
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く

お
願
い
し
ま
す
。 

転
入
職
員
の
紹
介 

▽
校
長 

瀧
森 

智 

（
宇
城
市
立
三
角
中
学
校
よ
り
） 

▽
一
年
担
任
・
保
健
体
育 

 
 
 
 

杉
本
紗
希
（
新
採
） 

（
上
天
草
市
立
上
小
学
校
よ
り
） 

▽
学
校
主
事 

 
 
 

田
中
千
代 

（
新
和
中
学
校
よ
り
） 

▽
学
校
栄
養
職
員 

 
 
 

梶
山
ゆ
う
か 

（
新
和
小
学
校
よ
り
） 

職
員
紹
介
（
写
真
前
列
左

よ
り
）
▽
嶋
田
芳
子
（
心
の
教

室 

  

室
相
談
員
）
▽
荒
木
夫
美
恵

（
養
護
教
諭
・
三
年
副
担
）
▽

田
中
真
実
（
三
年
担
任
・
国

語
）
▽
宮
崎
満
（
三
年
主
任
・

社
会
）
▽
瀧
森
智
（
校
長
）
▽

山
下
明
朗
（
教
頭
）
▽
船
津
喜

昭
（
教
務
・
二
年
副
担
・
美
術
、

技
術
）
▽
浜
﨑
真
由
子
（
事
務

職
員
）
▽
伊
野
博
子
（
地
域
学

校
協
働
活
動
推
進
員
）（
後
列

左
よ
り
）
▽
濵
﨑
祐
嘉
（
二
年

主
任
・
英
語
）
▽
田
﨑
隆
盛

（
二
年
担
任
・
数
学
）
▽
瀬
上

達
也
（
一
年
主
任
・
理
科
）
▽

杉
本
紗
希
（
一
年
担
任
・
保
健

体
育
）
▽
今
福
香
織
（
一
年
副

担
・
音
楽
、
家
庭
）
▽
梶
山
ゆ

う
か
（
学
校
栄
養
職
員
）
▽
田

中
千
代
（
学
校
主
事
）
▽
浪
﨑

直
美
（
司
書
）
▽
フ
ラ
ン
シ
ス

コ
・
和
広
・
エ
デ
サ
（
Ａ
Ｌ
Ｔ
） 

お
知
ら
せ 

○
天
草
中
体
育
大
会
は
、
五
月

十
四
日
（
日
）
で
す
。 

四
月
十
一
日
（
火
）
春
ら
し

い
陽
気
に
包
ま
れ
、
第
二
十

二
回
天
草
中
学
校
入
学
式
が

行
わ
れ
ま
し
た
。 

今
年
度
は
十
四
名
の
新
入

生
が
天
草
中
に
入
学
し
ま
し

た
。
担
任
の
杉
本
先
生
の
先

導
で
入
場
し
、
氏
名
点
呼
で

は
一
人
一
人
引
き
締
ま
っ
た

声
で
返
事
を
す
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。 

歓
迎
の
言
葉
で
は
、
代
表

の
丸
谷
幸
太
郎
く
ん
が
「
目

標
を
持
っ
て
中
学
校
生
活
を

過
ご
し
て
ほ
し
い
」
と
い
う

こ
と
で
、 

こ
と
で
、
学
習
・
挨
拶
・
礼
儀
・

部
活
動
に
つ
い
て
先
輩
と
し

て
の
ア
ド
バ
イ
ス
を
話
し
て

く
れ
ま
し
た
。 

新
入
生
誓
い
の
言
葉
で
は
、

十
四
名
を
代
表
し
て
髙
見
陽

生
く
ん
が
「
自
分
た
ち
も
目

標
を
自
ら
設
定
し
、
実
行
す

る
力
・
仲
間
と
共
に
助
け
合

う
力
・
強
く
健
康
な
体
を
作

る
力
を
身
に
付
け
た
い
と
思

い
ま
す
。
」
「
三
年
間
何
事
に

も
く
じ
け
ず
挑
戦
し
、
十
四

名
の
仲
間
と
互
い
に
高
め
合

い
な
が
ら
、
中
学
校
生
活
を

送
る
こ
と
を
こ
こ
に
誓
い
ま

す
。」
と
、
力
強
く
宣
言
し
て

く
れ
ま
し
た
。 

新
入
生
に
と
っ
て
天
草
中

で
の
三
年
間
が
、
実
り
多
い

か
け
が
え
の
な
い
も
の
に
な

る
こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。 

 

２年川原菜生さん、３年八尾悠太く

んが今年度の抱負を発表しました。 

誓いの言葉 

髙見陽生くん 

歓迎の言葉 

丸谷幸太郎くん 


